
 

 

 

 

 

 

 夏休み中は、パリオリンピックで応援に力が入った人も多かったことと思います。オリンピック

出場選手の何年も重ねてきた今までの努力についての話を聞き、メダルにかかわらず出場したこと

の重みを感じました。次はパリパラリンピックです。これまでの努力を想像しながら、応援したい

と思っています。 

２学期が始まり、静かだった学校内ににぎやかさが戻ってきました。夏休みのできごとを進んで

楽しそうに話す子どもの様子を見ながら充実した日々を過ごしたことを感じました。これから通級

する子どもたちからも夏休みについての話をたくさん聞きたいと思っています。 

今学期もどうぞよろしくお願いします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇就学奨励費『算定書』の提出について 

１学期に『就学奨励費』を申請し認定された方に、『算定書』の用紙を配布いたします。記入見本を参考

に、電車、バス等申請した交通手段での利用分(９月まで)を記入し、提出していただきます。詳細につきまし

ては、各担当者よりお知らせいたします。 

2日（月） 始業式          

３日（火）  ２学期 個別指導開始  

 都難言協ブロック研究会（午後の指導はありません）  

９日（月）  区難言担任連絡会（午前の指導はありません） 

１０日（火）  都難言協専門研究会（午後の指導はありません） 

１４日（土）  砧小土曜授業日（振替指導ができます） 

                       １６日（月）  敬老の日 

                       ２３日（月）  秋分の日振替休日 

  
 

令 和 ６ 年 ９ 月 ２ 日 

世田谷区立砧小学校 

こ  と  ば  の  教  室 

校長    神田  光子  

Tel 03-3417-4822  

保護者の皆様へのお知らせとお願い 

３日（木） 学識経験者による指導・相談（午後の指導はありません） 

           東京保健医療専門職大学    畠山 久司  先生 

８日（火） 都難言協ブロック研究会（午後の指導はありません） 

１４日（月） スポーツの日 

                     １５日（火） 都難言協専門研究会（午後の指導はありません） 

     ２５日（金） 砧小学校運動会前日準備（午後の指導はありません） 

     ２８日（月） 砧小学校運動会振替休業日(指導はありません) 

３１日（木） 砧小学校就学時健康診断（午後の指導はありません） 

   

 

 



 

 

７月３日（水）１５：０５～１６：２０吃音グループ学習会を行いました。 

トランプ、風船バレー、ジェスチャーゲームをしたり、「こんなときどうしてる？」と吃音につ

いての意見交換をしたりしました。ゲームでは「あっ、おしい！」「みんなで、こうしてみようよ！」

「すごいじょうずだね！」などの声かけや記録を伸ばすため

に相談をするなど、楽しく活動することができました。 

一年間の活動を通して仲間の様々な意見や考えを知ること

で、自身の吃音を振り返ったり、違う考えがあることに気づ

いたりできる機会になればと考えています。 

 

 

 

＜正しく発音ができない＞ 

「正しく発音できない。」と言っても症状は様々です。 

 ・一部の音が別の音になる。  

お母さん→オタータン（カ行音がタ行音になる、サ行音がタ行音になる。）    

・一部の音の子音が抜ける。 テレビ→テエビ（ｒｅのｒが抜けてエ音になる。）   

・鼻と喉をふさぐ働きがうまくいかず、息が鼻から抜けて正しい音が出せない。   

・イ列音を発音するときに舌に力が入り、空気がもれたような音になる。 

・音を捉え違えて、誤った発音になる。  ライオン→ダイオン 

 

一例をあげましたが、他にもお子さんによって様々です。また、原因も一人

一人異なります。ことばの教室では発音の様子や原因を探り、それぞれのお

子さんに合わせて指導を行っています。 

 

発音の誤りがある場合、いくらがんばっても正しく発音することはできません。「間違えてる。」「言い直

そう。」と周囲から言われると、子どもは自信を無くし話すことに消極的になる場合もあります。発音が改

善されるまでは、周囲の人に理解してもらうことなど配慮が必要な場合があります。 

例えば 

〇音読の発表では 

・気になる発音がそれほど出てこない部分を読ませる。 

        ・友達と一緒に読ませる。 

〇九九の暗唱では 

・発音が正しくなくても合格にする。 

・必要なら別の教室で暗唱する。 

        ・発音しにくいために速く言えない場合があるので、タイムについては考慮する。 

など、子どもと相談しながら、自己肯定感を維持できるようにすることが大切です。配慮についても子ども

によって異なります。 

気になることがありましたら、ことばの教室までご相談ください。 

 

砧小学校ことばの教室 

直通電話  03-3417-4822    

１学期 吃音グループ学習会 

 

ことばの教室 このような指導をしていま

す 

 

 


